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大和証券投資信託委託株式会社

2011年10月31日

政府・日銀による為替介入について

本日（10月31日）午前10時25分頃から、本邦通貨当局は円売り介入を実施しました。その結果、

米ドル円相場は介入直前の75.60円程度から、最大で4円近くも円安の79.50円近辺まで下落しました

（午後3時現在）。

【強い決意表明】

安住財務相は介入直後の記者会見で、「（最近の円相場は）残念ながらわが国の実体経済を反映せ

ず、投機的動きが続いていた」、「総合的に勘案して今日決断」と述べています。また、米ドル円での単

独介入であること、各国とは事務レベルを含め連絡を頻繁にとりあっていることを伝えた上で、「私とし

ては納得いくまで介入していく」との決意を表明しています。8月4日に一日としては過去最大額となる4

兆5,129億円の円売り介入を実施して以来の介入ですが、介入後の円安への最大振れ幅は8月4日の

3円強を現時点で既に上回っており、多額の介入が実施されたと考えられます。

【直近の為替相場】

もっとも、米ドルも円も10月初旬以降は、欧州債務問題の抜本的解決への期待により、逃避通貨とし

ての需要が後退したことから、多くの通貨に対して共に下落しています。

例えば、円については、 10月初旬以降、対ユーロで、1ユーロ＝100円台後半から108円前後、対豪

ドルで、1豪ドル＝72円台から81円台まで、それぞれ大幅に下落していました。

その中で、米ドル円が円高含みで推移した（米ドルが全面安に陥った）理由としては、米国の追加緩

和観測が挙げられます。住宅市場の低迷などを受け、FRB（米国連邦準備制度理事会）の幹部から

「QE3（量的緩和第3弾）」を示唆する発言が相次ぎ、金利低下の思惑から米ドルを売る動きが強まった

と考えられます。

【円売り介入の効果について】

8月4日の円売り介入は史上最大規模で実施されたにもかかわらず、3日後には米ドル円相場は介入

前の水準にまで戻ってしまいました。本日の為替介入もその効果が問われるところですが、今回は短

期間で効果が消失することはないと考えられます。なぜなら、欧州債務問題の抜本的解決への期待に

よる投資環境の改善が「リスク回避姿勢の後退」をもたらしており、少なくともリスク回避の円高が促され

る局面ではないからです。また、G20首脳会議を数日後に控えた現時点での円売り介入は予想外であ

り、それが敢行されたことからすると、米国の合意を得ていると考えられるからです。実際、安住財務相

も「納得いくまで介入していく」と強い表現を用いています。同列に論じることはできませんが、スイス国

立銀行が対ユーロでの上限を設定して、多額のスイス・フラン売り介入と量的緩和で自国通貨高の防

衛に奏功していることも連想されます。
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今後の米ドル円相場も引き続き、海外情勢に影響されることが想定されます。しかし、最大の懸念事

項である欧州債務問題については、先日のEU・欧州首脳会議で合意された包括的対策が欧州当局

関係者により相当の危機感をもって迅速に実行に移されると考えられるため、当面、リスク回避の円高

への転換の可能性は低いと思われます。

【円／米ドル相場の推移】
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お取引にあたっての手数料等およびリスクについて 

手数料等およびリスクについて 

 株式等の売買等にあたっては、「ダイワ・コンサルティング」コースの店舗（支
店担当者）経由で国内委託取引を行う場合、約定代金に対して最大 1.20750％

（但し、最低 2,625 円）の委託手数料（税込）が必要となります。また、外国

株式等の外国取引にあたっては、現地諸費用等を別途いただくことがあります。 

 株式等の売買等にあたっては、価格等の変動による損失が生じるおそれがあり
ます。また、外国株式等の売買等にあたっては価格変動のほかに為替相場の変

動等による損失が生じるおそれがあります。 

 信用取引を行うにあたっては、売買代金の 30％以上で、かつ 30 万円以上の委
託保証金が事前に必要です。信用取引は、少額の委託保証金で多額の取引を行

うことができることから、損失の額が差し入れた委託保証金の額を上回るおそ

れがあります。 

 債券を当社との相対取引によりお買付けいただく場合は、購入対価のみお支払
いいただきます。円貨建て債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、損

失を生じるおそれがあります。外貨建て債券は、金利水準の変動に加え、為替

相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、債券の発行者また

は元利金の支払いを保証する者の財務状況等の変化、およびそれらに関する外

部評価の変化等により、損失を生じるおそれがあります。 

 投資信託をお取引していただく際に、銘柄ごとに設定された販売手数料および
信託報酬等の諸経費、等をご負担いただきます。また、各商品等には価格の変

動等による損失を生じるおそれがあります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引コースや商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、上場有価証券
等書面、契約締結前交付書面、目論見書、等をよくお読みください。 

 外国株式、外国債券の銘柄には、我が国の金融商品取引法に基づく企業内容の
開示が行われていないものもあります。 

 

 

 

商号等 ：大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第108号 

加入協会：日本証券業協会、社団法人日本証券投資顧問業協会、社団法人金融先物取引業協会、 

  一般社団法人第二種金融商品取引業協会 
 


